
 今月の聖句 
なにかな なにかな ／ なんだろう 

かんじる ／ みつける  
求めなさい。そうすれば、与えられる。 
探しなさい。そうすれば見つかる。 

マタイによる福音書７章７節   

法人の理念 

キリスト教の愛の精神に立って、福祉サービス
を必要とするすべての人に仕え、日常を支援
し、常に人々の人権を護り、その人格の尊厳を
尊重する。 

６月の園だより 
2025 年度 久宝まぶねこども園 ℡072-992-2033 

今月のねらい 
ぶどうぐみ 

◇保育者に見守られている安心感の中、興味を持っ 

た物に触れようとしたり、体を動かしてのびのび 

と遊んだりする。 

◇天気の良い日は外気浴をしたり、沐浴を通して水 

や湯の感触を楽しむ。 
 
はとぐみ 

◇保育者に見守られながら、自分の好きな遊びを楽 

しむ。 

◇身の回りのことに興味をもち、自分でやってみよ 

うとする。 
 
ひつじぐみ 

◇簡単な身の回りのことに興味を持ち、自分からや 

ろうとする。 

◇保育者に見守られながら、好きな遊びを楽しむ。 
 
ゆりぐみ 

◇梅雨期の自然に興味を持ち、触れたり、じっくり 

観察したりする。 

◇保育者や気の合う友だちと一緒に好きな遊びを楽

しみ、関わりを深める。 
 
ばらぐみ 

◇保育者や友だちと触れ合いながら、自分のしたい 

遊びを見つけて、遊ぶ。 

◇自分の思いや考えを言葉にして伝えながら、相手 

の思いにも耳を傾けようとする。 
 
ほしぐみ 

◇友だちとのつながりを深めながら、お互いに思っ 

ていることを伝えようとする。 

◇梅雨期の自然や虫に興味や関心を持ち、見たり、 

図鑑で調べようとする。 

夏日を観測した地域もあれば、急に肌寒く感じる日もあり、気温差が激しく、

子どもはもちろん大人も体調管理の難しさを感じます。 

感染症が広まることが多い時期と言われていますが、昨今は季節や時期など

に関係なく流行することが多く、子どもがかかりやすいとされる感染症を大人

が感染すると重症化することもあります。今は、発熱などの風邪症状で体調を崩

し、欠席や早退されるお子様が増えています。ご家庭との連絡を密にとりなが

ら、体調管理に留意し、梅雨期も元気に過ごしてほしいと思います。 
家庭連絡家庭連絡 

◆登降園時はＱＲコードで時間の入力をお願いし 

ます。ＱＲコードをお忘れの時は手動入力がで 

きますが、他のお子様とお間違いのないように

必ず保護者の方のご確認をお願いします。 

短時間保育認定のご家庭は、延長保育時間の対 

象となりますので、必ず、9 時から 17時の中 

で打刻してください。 

◆コドモンのアプリでは、質問に返答することが 

できません。質問等がある場合はお電話か直接 

職員にお声かけください。 

◆雨が降ると車を利用されるご家庭が増え、登降 

園時の時間帯によっては、駐車場がいっぱいに 

なり、少しお待ちいただくことになります。皆

様が気持ちよく利用できるように、駐車時間は

短時間でご利用ください。 

◆降園時は、園庭や駐輪場・駐車場で遊ばずにお 

帰りください。 

◆登降園時は、車や自転車などに十分注意し、お 

子様から目を離さないようにしましょう。 

 門扉と上部のスライドは必ず閉めて、エントラ

ンスから飛び出さないように、お子様と一緒に

門扉を出るようにしてください。 

◆傘をさして登園することが多くなります。同じ 

ような傘が多いので、お間違えのないように必 

ず記名をお願いします。長靴も同様です。 

※避難訓練時に、職員が子どもたちの靴を集めて 

運びますので、必ず靴にも記名してください。 

◆水遊びや沐浴・シャワー等に関しては、各クラ 

スだよりや掲示でお知らせしますので、ご準備 

ください。 

◆ご両親が育児休暇を取得される場合、お二人共 

の育児休暇取得申出書の提出が必要です。 

苦情解決委員会 

苦情受付担当者：島内久美子・吉髙知恵子 

苦情解決責任者：五十嵐宏枝 

第三者委員  ：畑 健次郎・花岡 尚樹 

        酒井 咲子 

今月の行事  
３日(火) 消防署立ち会い避難訓練 

５日(木) 歯科検診① 
（ぶどう・ゆり・ばら・ほしぐみ） 

１１日(水) 尿検査（幼児部） 

      交通安全教室 

１７日(火) 誕生会 

２０日(金) ほしぐみ：デイキャンプ 

２６日(木) 歯科検診② 

（はと・ひつじぐみ） 

２８日(土) 園内バザー＆譲渡会 

（保護者有志） 

 ※歯科検診の詳細はほけんだより 

に記載しています。 

今月のうた 
♪ やさしいめが(讃美歌) 

♪ とけいのうた 

気象警報発令・災害時に対する 
保育について 

 
梅雨入りや台風が発生する時期に入る

と、大雨等の災害への注意が必要で

す。登降園時には必ず気象情報を確認

し、当園の保育のしおり（重要事項説

明書）34・35頁の【気象警報発令

災害時に対する保育について】を再度

ご確認ください。自宅待機や臨時休園

お迎えに来ていただく場合は、園から

コドモンアプリのお知らせ一斉配信に

て、情報を発信します。 

 お子さんがまだ小さい間は、たとえ夜中であっても起こされて、ミルクをあ
げたり、オムツを替えたりすることが必要です。大人はまだ寝ていたいのに、
大きな泣き声で目を覚まさずにはいられません。そのように子どもが泣くのは、
「大人は必ず応えてくれる」という信頼があるからです。赤ちゃんのためにと
思って、眠たい目をこすりながらミルクを与える大人たちの努力や愛情のおか
げで、子どもたちは成長していきます。 
 今月の言葉は、原文では「求め続けなさい。そうすれば与えられる」です。つ
まり、「願えばすぐ手に入る」というような安直な意味ではなく、「たとえすぐ
には与えられなくても、諦めずに求め続ければ、きっと与えられるはずだ」と
いう意味です。そして、この言葉の後には「あなたがたの誰が、パンを欲しがる
自分の子どもに、石を与えるだろうか。魚を欲しがるのに、蛇を与えるだろう
か」（9－10 節）、そんな親はいないはずだ。だから「天におられるあなたがたの
父も、求める者に良い物をくださるにちがいない」（11 節）と続いています。私
たち大人も、時にはうまくいかなくて、「こんなはずじゃなかった」と落ち込ん
だりすることもあるかと思います。それでも「必ず助けてもらえる、道は開け
る」と、諦めずに願い求め続け、探し続ける時、その途上には必ず助けてくれる
人たちとの出会いがあります。そしてまたその思いはいつか実を結ぶに違いな
いと信じています。               （チャプレン 牛田匡）


